
  

 このコーナーでは、職員の趣味や特技を紹介します。今号は副病院長（診療担当）に寄稿いただきました。       

  

第１３号 

 発行日  平成２９年１月 

 

徳島大学病院 院内広報誌 

とくしまマラソン2016で念願のサブ4を達成して  

編   集  広報委員会 

医科歯科連携事業の大きな出来事として、平成24年4月に「周術期口腔機能管理料」が保険収載されました。「周術期口腔機能管理」

は、医科と歯科が連携して、主としてがん患者さんの術後合併症や感染症の予防、放射線治療やがん化学療法時の口腔粘膜炎の軽減や口腔

内感染症の発症予防を行うことによって、がん治

療成績の向上と患者さんのQOLの維持を目的として

います。そのために行う口腔ケアには、次のよう

な効果があることが知られています。 

１）術後肺炎や誤嚥性肺炎の予防 

２）消化器系手術術後の創部感染の予防 

３）心臓・血管系手術術後の血行性感染の予防 

４）放射線治療やがん化学療法時の口内炎・口腔 

  乾燥症の予防 

５）気管内挿管時のトラブルの回避 

 口腔ケアは、術後の合併症を減少させることに

よって、患者さんの入院期間を短縮し、早期の社

会復帰に貢献します。 

当院では、本院に入院中の患者さんの口腔管理が円滑に行えるように、口腔管理センターが歯科診療部門の窓口となっています。 

当院での「周術期口腔機能管理」の流れを図に示します。まず、医師から周術期口腔機能管理の依頼を受け、入院前に患者さんの口腔内

を診査します。虫歯や歯周病などの治療が必要な場合には、地域歯科医院へ紹介して治療を行って貰います。入院中は口腔管理センターが

口腔管理を行います。治療や手術前に、歯科医師や歯科衛生士による専門的口腔ケアを行い、口腔内の細菌や汚れを徹底的に除去します。

放射線治療やがん化学療法時には、口腔乾燥や口内炎の発症に備えて保湿ケアの指導や歯と粘膜の清掃指導を行っています。手術後や化学

療法などにより、外来受診が困難な場合は、病室やICUでも口腔ケアを行っています。 

 がん治療時に生じる口腔内のトラブルを軽減・予防するために、医科診療科と歯科が密に連携して、入院中の口腔管理を行い、一日でも

早く退院できるための一助となるように努めております。さらに、入院中のみならず退院後も継続して歯科の管理が可能となるように、地

域歯科医院との密な連携を行い、シームレスなケア・治療の提供を目指しています。 病院長補佐（医歯連携担当） 宮本 洋二  

2008年に徳島に赴任してから、生活習慣病予防のため定期的にジョギングを開始しました。赴任の翌年から毎年とくしま

マラソンに出場しています。42.195 kmは長くて辛いもので、途中で、どうしてエントリしたのか、いつも後悔します。そ

んな時、心臓病をもった高齢の患者さんが、沿道で私の通過を待って声をかけてくださるのが何よりの励みとなります。 

練習距離は次第に延び、時間を見つけて、月100-150km 走るようにしています。スマートフォンを利用すると、走行記録

がFacebookに即時にupされ、全国の「お友達」から激励やアドバイスをもらうことができるのが励みとなります。また、出

張先で、各地の名所や史跡をめぐりながらのジョギングも楽しみのひとつです。学生時代は12年間柔道に専念し、走るのは

決して得意な方ではなかったのですが、毎年タイムは速くなり、医局員や殆どの学生には負けていません。 

しかし、４時間の壁は厚く、どんなに練習しても7分や9分オーバーしていまし

た。加齢に伴う体力の低下もあり、サブ４は一生不可能ではないかと半ば諦め

ていましたが、52歳にして遂に、長年夢であったサブ４を達成できました！ 3

時間52分22秒と前回の記録を30分も短縮する夢のようなタイムでした。とくし

まマラソン2016では、例年と異なることが三つありました。第一に、プロト

レーナーの金哲彦先生の個人レッスンを受けました。自分が如何に自己流で

やっており、無駄な力を出していたのかがよくわかりました。第二に、マラソ

ンに関する本を読みあさり、練習と体調管理に活用しました。第三に、大会前

３カ月間、練習量を大幅に増やしました。平日も4時半に起床して仕事前に走り

こみました。3月は例年の2倍の278kmと走行距離を伸ばすことができました。指

導者、研究、努力、この3点が長年の夢を達成させてくれたと思います。医学研

究も同じですが、努力と創意工夫は裏切らないことを再認識しました。                                

                副病院長（診療担当） 佐田 政隆                        

「Harmony」は、病院職員を対象に、院内情報の伝達や職員のコミュニケーションの活性化などを目的として発行しております。行事やイベ

ントなどのNEWSや院内で周知してほしいTOPICSなどがありましたら、どんどん病院総務課広報・企画係（bsoumuss1@tokushima-u.ac.jp）ま

でお寄せください。また、「Harmony」で取り上げたら良いと思うテーマなど、ご意見・ご提案もお待ちしています。 

NEWS・イベント大募集！ 
 

医科歯科連携事業について ―周術期口腔機能管理―   

とくしまマラソン2016で、念願の４時間切りを達成した 

ゴール後の記念写真  

このコーナーでは、病院でとりくんでいる様々な事業を紹介します。 

図：当院での「周術期口腔機能管理」の流れ   



病院ＮＥＷＳ 

平成28年8月13日 2016徳島麻酔サマーセミナーを開催しました。例年阿波踊り

に「ますい連」で参加していましたが、初めての試みとしてセミナー後阿波踊りに

参戦しました。浜松医科大学麻酔科の中島教授をお招きして、局所麻酔薬中毒の治

療と応用について、スキルスラボでご講演いただき、阿波踊りで楽しい時間を過ご

しました。      

 麻酔科 

  

 平成28年10月24日、外来診療棟1階アメニティテラスでジャズピアニストの瀬部妙子さんとフ

ルート奏者の室香織さんを迎え、徳島大学病院コンサート ミュージックセラピーを開催しまし

た。ジャズ音楽や昭和の流行歌、映画の主題歌などの演奏に合わせて会場に集まった聴衆の皆さ

んは体をゆらしたり、足でリズムをとったりして、ピアノとフルートの美しい旋律を楽しんでい

ました。また、曲名当てクイズや聴衆の皆さんからのリクエスト曲の演奏などもあり、盛りだく

さんの内容で聴衆の皆さんを魅了しました。ピアノとフルートの生演奏で心地よいひとときを過

ごすことができました。 

徳島麻酔サマーセミナーを開催しました。  

ミュージックセラピーを開催しました。 

  

徳島大学病院フォーラム2017春 

「てんかん～てんかんを知ろう,徳島大

学てんかんセンターの取り組み」と 

「がん～ここまできているがん治療」 

日時：平成29年2月11日（土）13:00～16:45    

場所：大塚講堂（徳島大学蔵本キャンパス内） 

対象：一般向け 

連絡先：病院総務課 広報･企画係（内線5160） 

TOPIC 
接遇研修会を開催しました。 

 平成28年11月1日、外来診療棟5階日亜ホールWhiteにて

徳島大学病院接遇研修会を開催しました。株式会社よん

やくの森本スミ子氏を講師として招き、医師、歯科医

師、看護師、事務職員等が参加しました。この研修会

は、本院に勤務する者を対象に、患者さんへの対応を学

ぶことを目的に毎年実施しています。今回の研修では

ゲーム中心の内容で、ゲームを通じて日頃の振り返りを

しました。接遇研修会を契機に職員それぞれの日々の業

務の中における接遇が向上することを期待します。  

  

台風16号の猛威を紙一重でかわし、9月18、19日に淡路島へ泌尿器科医局旅

行に出かけてきました。日頃の疲れを温泉で癒し、胃袋を淡路島の旬な食材

で満たし、ゆっくりとした時間を過ごすことができました。二次会では金山

教授をはじめ、医局員、研修医の総勢16名がホテルの1室にぎゅーぎゅー詰め

になりながら、お酒を酌み交わし、いろいろな話をしました。短い時間では

ありましたが、思い出深い医局旅行となりました。   

医局旅行に行ってきました。   

 泌尿器科 

平成28年度徳島県「運動器の10年・骨と関節の日」  

平成28年10月2日にふれあい健康館において、徳島

県整形外科医会における「運動器の10年・骨と関節の

日」の行事の一環として、市民公開講座を開催致しま

した。200名を超す方々にお越しいただき、県内4名の

整形外科医による講演、骨量測定を含めた健康相談を

通して、ロコモティブシンドロームについての啓発活

動を行いました。本行事は皆様の健康寿命を伸ばして

いきたいと願い、県内の整形外科が一丸となって行っ

ている活動です。  

 整形外科 
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